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１．基本方針

少子高齢化、厳しい財政状況という我が国をとりまく状況の中で、地域の要望に

応え、

・幹線道路ネットワーク整備や渋滞対策など我が国の成長力・活力の確保

・交通結節点強化や無電柱化の推進など豊かな暮らし・環境の実現

・交通事故対策や防災・震災対策など安全・安心の確保

に必要な道路整備を進めるためには、限られた予算を効率的・効果的に執行し、成

果を上げていくことが重要であり、以下を基本方針とします。

【効率的・効果的な事業実施】

＜厳格な事業評価の実施＞

・現行の新規事業採択時評価等に加えて、計画段階におけるバイパス、交差点改

良等の代替案も含めた評価の試行的実施、交通安全事業における「成果を上げ

るマネジメント」の導入など、政策目標評価型事業評価を導入

＜コストの徹底した縮減＞

・道路構造について、当面の現道活用を含めた検討や道路構造令の弾力的運用、

維持管理について統一的な基準の設定などにより、徹底したコストの縮減等の

取組みを実施

＜既存ストックの有効活用＞

・高速道路の原則無料化の社会実験や料金施策、ＩＴＳ技術の活用を通じて、並

行する一般道路の円滑化等の取組みを推進

・既存道路の上下空間を民間開放するなど、新たな官民連携を推進

【予算の重点方針】

・我が国の成長力・競争力の確保や地域の活性化に必要な道路事業に重点化

・新規採択にあたっては、平成２２年度より事業箇所総数を増やさないことを基

本とし、事業箇所数の総量を管理

・直轄国道の維持管理については、サービスレベルの維持・向上等に係る様々な

工夫・取組みや地域の実情等を踏まえた運用の改善等を実践

・地域主権の確立に向けた取組みの中で、平成２３年度より、直轄事業の維持管

理の特定事業に係る地方負担を廃止することで、維持管理費に係る地方負担を

全廃
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２．決定概要

１）予算総括表

２）「元気な日本復活特別枠」に係る事項について

○大都市圏の道路インフラ重点投資 国費 1,118億円

（※うち特別枠 215億円）
迅速かつ円滑な物流の実現等、国際競争力の強化や交通渋滞の緩和等のため、

三大都市圏環状道路等の整備を推進。

○国土ミッシングリンクの解消 国費 3,376億円

（※うち特別枠 1,075億円）
地域経済の強化による地域の自立の支援や観光地へのアクセス・観光周遊ルー

トの形成等のため、主要都市間等を連絡する高規格幹線道路のうち未整備の部分
（国土ミッシングリンク）の整備を推進。

○高速道路の原則無料化の社会実験 国費 1,200億円

（※うち特別枠 450億円）
平成２３年度の無料化社会実験については、現在の実験区間の効果を検証し、

地方の意見などを踏まえ、適宜区間を見直すとともに、物流効率化のため、夜間
の大型車を対象とした長距離の無料化実験など、車種や時間帯等の工夫の検討を
行う。

（単位：億円）

事 業 費 対前年度比 国 費 対前年度比

11,663 0.99 8,517 1.00

2,158 1.03 2,158 1.33

維 持 966 1.00 966 1.00

特 定 事 業 1,192 1.06 1,192 1.80

1,165 0.95 1,165 0.95

14,986 1.00 11,840 1.04

826 0.93 543 0.86

122 0.23 78 0.25

947 0.67 621 0.66

15,048 1.03 953 0.93

30,982 1.00 13,415 1.00

※この他に、社会資本整備総合交付金（国費17,539億円）及び内閣府計上の地域自主戦略交付金

（仮称）（国費5,120億円）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる

※高速道路の原則無料化の社会実験に係る経費（国費1,200億円）

注１：上表には「元気な日本復活特別枠」に係る計数を含む

注２：上記の他に、地方道路整備臨時貸付金（国費800億円）、行政部費（国費10億円）がある

注３：四捨五入の関係で、各計数の和が一致しないところがある

合 計

事 項

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

維 持 管 理

業 務 取 扱 費

計

補 助 事 業

地域高規格道路その他

国債義務額（地高除き）

計

有 料 道 路 事 業 等
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３．主要事項の概要

１）高速道路の原則無料化と新たな料金割引

平成23年度の無料化社会実験については、現在の実験区間の効果を検証

し、地方の意見などを踏まえ、適宜区間を見直すとともに、物流効率化の

ため、夜間の大型車を対象とした長距離の無料化実験など、車種や時間帯

等の工夫の検討を行います。

高速道路の料金割引については、現在の割引の一部が平成23年3月末ま

でで期限が切れること等を踏まえ、平成22年12月に策定した基本方針に基

づき、当面の新たな料金割引の早期導入を図るとともに、原則無料化の方

針の下、地方の意見も踏まえた利用しやすい料金制度について引き続き検

討します。

交
通
量
（
台
／
日
） 

実
験
前
と
の
比
率 

［平成22年度無料化社会実験の概要］ 

実験期間  

対象区間  

全車種（現金利用者を含む） 

平成22年6月28日（月） ～ 平成23年3月末日 

対象車両  

全国の高速道路の約２割の区間（1,652ｋｍ）            

［実験開始後の状況］ 

高速道路［実験区間］ 

並行する一般道路 

物 流 観 光 

○ 交通量は、開始後６ヵ月間を通じて、

平日・休日ともに平均で約２倍に増加 

 

○ 実験区間の渋滞状況については、

50区間のうち、平日は約１割、休日は 

約２割の区間で渋滞が発生 

○ 交通量は、開始後６ヵ月間を通じて、 

  平日・休日ともに平均で約２割減少 

 

○ 主要な並行一般道路では、混雑時間

が約６割減少し、大幅に速度が向上 

○ 重要港湾・拠点港湾の最寄ICの

大型車交通量は約2.3倍に増加 

○ 実験区間を利用する大型車の 

    利用頻度は約1.6倍に増加、    

    平均距離は約1.3倍に増加 

○ 無料化区間IC周辺や、地域の取組を 

   行っている施設では、  入り込み客数が増加 

交
通
量
（
台
／
日
） 

実
験
前
と
の
比
率 

平日の例 

9,000 

17,200 

19,600 

17,700 17,800 17,800 17,100 

191% 

218% 

197% 198% 198% 
190% 

0% 

40% 

80% 

120% 

160% 

200% 

240% 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

19,100 

15,600 16,000 15,500 15,600 15,900 16,100 

82% 

84% 81% 82% 83% 84% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

実験前 
（6/21～6/25） 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 

実験前 
（6/22） 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平日の例 

※ 開始後６ヵ月の状況 

※ 開始後６ヵ月の状況 

※ 開始後３ヵ月の状況 ※ 開始後３ヵ月の状況 
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２）直轄国道の維持管理

サービスレベルの維持・向上を図るため、落下物や路面異常等に対する地

域や各種団体等との通報協力などの工夫、防雪施設存置の試行、照明灯の減

灯、部分的な除草などの取組みを引き続き進めます。

また、年間を通じた維持管理の状況を把握し、地域の実情等にきめ細かく

対応できるよう、平成22年度より運用している維持管理基準の見直しの検討

を進めます。

○地域や各種団体等との通報協力

タクシー協会との通報協力の協定、道路緊急ダイヤル(#9910)の広報

○コスト縮減の取組み事例

○意見・要望の状況（４月～９月） 国土交通省調べ

＜除草＞ ＜剪定＞ ＜清掃＞ ＜除雪＞

○維持管理基準の見直しの方向性

（例）除草 原則年１回 → 草丈に応じた頻度等

＜防雪施設存置の試行＞ ＜高架橋照明の減灯＞ ＜通行支障箇所のみの部分的な除草＞

【 H21以前 ：全面除草】 【 現 在 ： 部 分 除 草 】

H22年度 H21年度 H22/H21

意見・要望総数 35,521件 25,475件 1.4倍

除草 6,434件 4,025件 1.6倍

清掃 1,916件 1,793件 1.1倍

剪定 2,304件 1,829件 1.3倍

落下物処理 9,779件 6,095件 1.6倍

路面異常 3,436件 2,561件 1.3倍

主
な
内
訳

全面除草

部分除草

M-ROBKIK
テキストボックス
- 6 -



３）社会資本整備総合交付金／地域自主戦略交付金（仮称）

社会資本整備総合交付金の現行の4分野（活力創出基盤整備、水の安全・安心基

盤整備、市街地整備、地域住宅支援）を統合することにより、より一層柔軟な予算

流用を可能にするなど、地方の自由度・使い勝手の更なる向上を図ります。

また、平成23年度より投資補助金を一括交付金化することに伴い、社会資本整備

総合交付金の都道府県分のうち、年度間、地域間の変動・偏在が小さい事業等につ

いて「地域自主戦略交付金（仮称）」に移行し、社会資本整備総合交付金を政策目

的達成のため計画的に実施すべき事業等に重点化します。
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４）政策目標評価型事業評価の導入

道路事業の透明性・効率性を高めるため、バイパス・拡幅事業等に計画段

階評価を導入するとともに、局所的な事業に対し、データ等に基づく「成果

を上げるマネジメント」の取組みを導入します。

計画段階評価の試行箇所（道路事業）

箇所名 都道府県等

北海道横断自動車道（黒松内～余市） 北海道
くろ まつ ない よ いち

日本海沿岸東北自動車道（二ツ井白神～あきた北空港） 秋田県
ふ た つ い しら かみ きた くう こう

中部横断自動車道（長坂ＪＣＴ～八千穂） 山梨県・長野県
なが さか や ち ほ

バイパス・拡幅等 

課題の原因分析・対策立案 

＜緊急性＞ 

 ・データ（事故、災害等）  ・地域の声 

＜妥当性＞ 

 ・他事業の実施状況 

 ・対策のフィージビリティ（用地等） 

他事業・他施策 
（交差点改良等） 

都市・地方圏の課題の把握 
（データ、地域の声等） 

対策案を比較評価 

対策案の決定 

環境アセスメント・都市計画 

新規事業採択時評価 

新規事業化 

局所的な課題の把握 
（データ、地域の声等） 

要対策区間（リスト）の特定・公表 

意
見 

対策案の決定 

地
方
公
共
団
体 

意
見 

成果を上げるマネジメント（新規） 計画段階評価（新規） 

交通流に大きな影響を与える事業 

（バイパス・拡幅等） 

局所的な事業 

（交通安全・防災等） 

新規着手 

政策目標の明確化 

必要性の再検証・事業内容（詳細チェック） 

第
三
者
委
員
会 

地
方
公
共
団
体 

第
三
者
委
員
会 

課題の原因分析 
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国土交通省所管公共事業の事業評価の改善

Ａ・・・都道府県・政令市への意見聴取の導入

（直轄事業等の新規事業採択時評価：H21～、再評価：H22～）

Ｂ・・・第三者による事前審査の充実

（直轄事業等の新規事業採択時評価について、第三者から構成される委員会

等の意見を聴く）

Ｃ・・・国会審議へ資するための取組み

（直轄事業等については、１月末までを目途に新規事業採択時評価及び再評

価を施し、評価結果を公表する）

Ｄ・・・再評価実施期間の短縮（５年→３年）

Ｅ・・・計画段階評価の導入

①事業の必要性や内容が検証
可能となるよう評価の手法を改
善

②計画段階の事業評価を導入

対応方針の決定

再評価

事後評価

必要性の再検証、
事業内容（詳細チェック）、
Ｂ／Ｃ等の評価項目

必要性の再検証、
コスト縮減の可能性、
Ｂ／Ｃ等の評価項目

効果等の検証

・解決すべき課題の把握・原因分析
・政策目標の明確化
・代替案の比較、評価

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

都道府県・政令市等

意見

都市計画や環境影響評価の手続

第三者委員会

新規事業採択時評価

都道府県・政令市等
意見

第三者委員会

※平成２２年度においては、一部の直轄
事業について計画段階評価を試行

直轄事業等については、
１月末までを目途に評価を実
施し、評価結果を公表

国会審議へ資するため
の取り組み

都道府県・政令市等
意見

事業評価監視委員会

従 前 改 定(H22.4.1)

公共

事業

<直轄事業等、補助事業等>

5年未着工・10年継続・5年毎

<直轄事業等>

3年未着工・5年継続・3年毎

<補助事業等>

5年未着工・5年継続・5年毎

その他
施設費 3年未着工・7年継続・3年毎 3年未着工・5年継続・3年毎

事業化後、１０年継続で１回
目の再評価となっている規定
を５年継続に短縮にするほか、
直轄事業等に関する実施サ
イクルを５年から３年に短縮

再評価実施時期の短縮

計画段階評価

※下線部が改善事項

【政策目標評価型
事業評価の導入】

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ
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５）社会資本整備重点計画の見直し等

○社会資本整備重点計画の見直し

これまで事業分野別に進めてきた公共事業の抜本的見直しの集大成として、「社会

資本整備重点計画」を抜本的に見直し、真に必要な社会資本のグランドデザインを

提示します。

○交通基本法の制定と関連施策の充実

人と物の移動に必要不可欠で、あらゆる活動の基礎である交通について、人口減

少、高齢化の進展、地球温暖化対策等の諸課題に対応するとともに、安全で安心な

地域の移動手段を確保するため、今後の交通に関する基本理念を定める交通基本法

の制定と関連施策の充実を図ります。

○新たな時代におけるネットワークのあり方の検討

高規格幹線道路等については、財政状況の悪化、少子高齢化など経済社会情勢が

大きく変化する中、限られた財源で早期のネットワーク整備を行うことが求められ

ており、新たな時代に相応しいネットワークのあり方について検討を進めます。
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（参考資料）

平成２３年度新規事業化箇所 ＜概算要求箇所＞

※直轄事業 → 高規格幹線道路もしくは全体事業費２５０億円以上

※補助事業 → 全体事業費１００億円以上

直轄事業

○高規格幹線道路（一般国道）

所在地 路線名・箇所 延長

沖縄県 那覇空港自動車道 小禄道路 5.7 km
な は く う こ う お ろ く

高知県 高知東部自動車道 南国安芸道路（芸西西～安芸西） 8.5 km
こ う ち と う ぶ な ん こ く あ き げ い せい に し あ き に し

宮城県 三陸縦貫自動車道 本吉気仙沼道路（Ⅱ期） 4.0 km
さ ん り く じゅうかん も と よ し け せ ん ぬ ま

○地域高規格道路等

所在地 路線名・箇所 延長

徳島県 阿南安芸自動車道 桑野道路 6.5 km
あ な ん あ き く わ の

補助事業

○地域高規格道路

所在地 路線名・箇所 延長

鳥取県 国道313号 倉吉関金道路 7.0 km
く ら よ し せ き が ね

静岡県 国道473号 金谷相良道路Ⅱ 3.3 km
か な や さ が ら

長崎県 一般県道 諫早外環状線（鷲崎～栗面工区） 2.7 km
い さ は や そとかん じ ょ う わ し ざ き く れ も

福岡県 都市計画道路 戸畑枝光線（牧山ランプ～枝光ランプ） 2.6 km
と ば た え だみ つ ま き や ま え だ み つ
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（参考資料）

道　　路　　関　　係　　予 算　　総　　括　　表

平成２３年度（Ａ） 前年度（Ｂ） 倍率（Ａ）／（Ｂ）

1,498,623 1,184,038 1,504,791 1,139,365 1.00 1.04

1,166,292 851,707 1,173,661 854,412 0.99 1.00

215,788 215,788 208,928 162,751 1.03 1.33

96,551 96,551 96,551 96,551 1.00 1.00

119,237 119,237 112,377 66,200 1.06 1.80

116,543 116,543 122,202 122,202 0.95 0.95

94,737 62,121 141,804 93,677 0.67 0.66

82,571 54,332 88,907 62,848 0.93 0.86

12,166 7,789 52,897 30,829 0.23 0.25

1,504,798 95,305 1,463,306 102,694 1.03 0.93

3,098,158 1,341,464 3,109,901 1,335,736 1.00 1.00

業 務 取 扱 費

（単位：百万円）

区　　　　　分 備　　　考
事業費 国費 事業費 国費 事業費 国費

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

維 持 管 理

維 持

特 定 事 業

補 助 事 業

地 域 高 規 格 道 路 そ の 他

国 債 義 務 額 （ 地 高 除 き ）

有 料 道 路 事 業 等

合 計

１．有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会社
の建設利息を含む

２．有料道路事業等の計数には、特定大規模道路用地取得資金
貸付金（平成22年度限り）、連続立体交差事業資金貸付金を
含む

３．本表のほかに、地方道路整備臨時貸付金（国費800億円）、高
速道路の原則無料化の社会実験に係る経費（国費1,200億
円）、行政部費（国費10億円）がある

４．四捨五入の関係で、各計数の和が一致しないところがある

この他に、社会資本整備総合交付金（国費1兆7,539億円）及び
内閣府計上の地域自主戦略交付金（仮称）（国費5,120億円）があり、
地方の要望に応じて道路整備に充てることができる
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大泉

東京東京東京
高井戸
練馬練馬練馬

 高 規 格 幹 線 道 路 網 図
（参考資料）

小樽

西粟倉

留萌

稚内

紋別

名寄

北見
網走

千歳恵庭

苫小牧東

浦河 広尾

釧路

根室

帯広

黒松内

小樽
余市

江差

那覇空港
那覇

長崎

鳥栖

矢部

北九州

武雄

嘉島

鹿児島

加治木

えびの

清武

宮崎

隼人東

志布志

八代

門川
延岡

北川

日出

宇佐

椎田南

豊津

宇部

下関 美祢

廿日市

山口

浜田

千代田 三次

境港
宍道

三刀屋
木次

松江
玉造

広島北

高屋
広島

大竹

大洲

須崎東

高知

須崎西

安芸

阿南

川之江

坂出

鳴門

鳥取

智頭

山崎
播磨新宮

豊岡

春日

綾部

松原

高槻

大山崎吉川

宮津

三木
神戸西

神戸

西宮

吹田

りんくう

播磨

徳島

御坊

尾
鷲
北

 

勢
伊

紀
勢
大
内
山

亀山

大津

米原 土岐

大月
八王子

成田

館山

富津竹岡

潮来
大栄

郡山

相馬

福島

亘理
村田

南陽高畠

山形上山

米沢北
長岡

新潟中央

鶴岡

横手

本荘

河辺

安代

花巻

北上

宮古

久慈

八戸
八戸北

青森

小坂
大館北

秋田北

昭和男鹿半島

琴丘森岳

尾花沢

月山

湯殿山

富谷

山形

ひたちなか

高谷高谷

伊勢原
海老名南

鶴ヶ島

長坂

双葉

下田

三ヶ日

引佐

敦賀

福井北
砺波

更埴

岡谷

松本

上越

藤岡

川口

輪島

飛騨
清見

白鳥

美濃関

小矢部

泉佐野

いよ小松

尾道

北房

倉敷

落合

岡山早島
呉

許田

西原

七飯

札幌

深川

夕張

出
雲

四
日
市

飛
島

東
海

名
古
屋
南佐伯

遠野

東和

日南

八千穂

上社

窪川

宮野木
千葉

米
子

酒田みなと

福山西

東根

鰺ヶ沢

士別剣淵

本別

足寄

大洲北只

常磐富岡

関

いわき

南紀田辺

米子北

木更津

比布

山口南

一宮

三郷南

苅田
北九州空港

川之江東

田
豊

落部

増穂

占冠

佐用

大原

山元

遊佐

木更津南

上野PA

高鍋

日向

西予宇和

温海

朝日まほろば

曽於
弥五郎

世羅

天
理

す
さ
み

す
さ
み

太
地
太
地

浦幌

小樽

速見

青森

青森東青森東

高
崎 岩

舟

栃
木
都
賀

つくば

新空港新空港

大栄

茨城空港北茨城空港北茨城空港北

友
部

茨城町茨城町茨城町
水戸南水戸南水戸南

木更津

木更津南津南木更津南

久喜白岡久喜白岡

三郷三郷

高谷

佐
久
小
諸

佐
久
小
諸

佐
久
小
諸

佐久南

河口湖河口湖

福井北

飛騨
清見

上社
名古屋名古屋

小牧小牧
一宮 土岐

養老養老養老

名古屋西名古屋西
四日市北四日市北四日市北

四
日
市

亀山西亀山西
豊田東

尾羽尾羽尾羽

吉原

草津草津

城
陽

小
浜
西

小
浜
西

小
浜
西

吹田

松原
西宮

大和大和大和
郡山郡山郡山

和歌山和歌山

有田有田
中土佐中土佐中土佐

す
さ
み

気
多
和
勢

気
多
和
勢

御殿御殿場御殿場

川之江東
川之江

吉川

森

中央中央中央
東名東名東名海老名

利府

飯田山本飯田山本

沼津沼津

釜石

浪岡

海老名

海老名南沼津

飯田山本

亀
山
亀
山

根 室 線

網 走 線

弘 前 線

八 戸 線

釜石秋田線

酒 田 線

いわき新潟線

釜 石 市

仙 台 市

いわき市

新 潟 市

相 馬 市

秋 田 市

酒 田 市

新 潟 市

青 森 市

横 手 市

新 潟 市

上 越 市

仙 台 市

館 山 市

水 戸 市

ひたちなか市

富士吉田市

西 宮 市

長 野 市

小 牧 市

砺 波 市

名古屋市

佐 久 市

米 原 市

函 館 市稚 内 市

根 室 市

網 走 市

青 森 市

黒松内町

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

高 崎 市

東 京 都

東 京 都

一 宮 市

東 京 都

静 岡 市

新 潟 市

新 潟 線

上 越 線

館 山 線

水 戸 線

富士吉田線

西 宮 線

長 野 線

中 央 自 動 車 道

東 関 東 自 動 車 道

関 越 自 動 車 道

東 北 横 断 自 動 車 道

東 北 縦 貫 自 動 車 道

北海道横断自動車道

第 一 東 海 自 動 車 道

東 海 北 陸 自 動 車 道

第 二 東 海 自 動 車 道

中 部 横 断 自 動 車 道

北 陸 自 動 車 道

北 関 東 自 動 車 道

常 磐 自 動 車 道

北 海 道 縦 貫 自 動 車 道

日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道

東 北 中 央 自 動 車 道

近 畿 自 動 車 道

中 国 横 断 自 動 車 道

九 州 縦 貫 自 動 車 道

九 州 横 断 自 動 車 道

中 国 縦 貫 自 動 車 道

山 陽 自 動 車 道

山 陰 自 動 車 道

四 国 縦 貫 自 動 車 道

四 国 横 断 自 動 車 道

東 九 州 自 動 車 道

成 田 国 際 空 港 線

関 西 国 際 空 港 線

関 門 自 動 車 道

沖 縄 自 動 車 道

伊 勢 線

名古屋大阪線

名古屋神戸線

紀 勢 線

敦 賀 線

姫路鳥取線

岡山米子線

尾道松江線

広島浜田線

鹿 児 島 線

宮 崎 線

長崎大分線

延 岡 線

名古屋市

松 原 市

吹 田 市

吹 田 市

吹 田 市

姫 路 市

岡 山 市

尾 道 市

広 島 市

鳥 取 市

徳 島 市

阿 南 市

北九州市

長 崎 市

御 船 町

北九州市

成 田 市

泉佐野市

下 関 市

名 護 市

名古屋市
伊 勢 市

吹 田 市

神 戸 市

多 気 町

敦 賀 市

下 関 市

下 関 市

鳥 取 市

境 港 市

松 江 市

浜 田 市

美 祢 市

大 洲 市

大 洲 市

鹿児島市

宮 崎 市

大 分 市

延 岡 市

鹿児島市

成 田 空 港

関西空港

北九州市

那 覇 市

路　　線　　名 起点 終点 路　　線　　名 起点 終点

（イ）高速自動車国道 （ロ）一般国道自動車専用道路

供 用 区 間

事 業 中

計 画 中

23年度新規供用区間

供 用 区 間

23年度新規供用区間

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道に並行する一般国道自専道

高速自動車国道

凡　　例

供 用 区 間

整 備 計 画 区 間

基 本 計 画 区 間

予 定 路 線 区 間

23年度新規供用区間

日 高 自 動 車 道
深 川 ・ 留 萌 自 動 車 道
旭 川 ・ 紋 別 自 動 車 道
帯 広 ・ 広 尾 自 動 車 道
函 館 ・ 江 差 自 動 車 道
津 軽 自 動 車 道
三 陸 縦 貫 自 動 車 道
八 戸 ・ 久 慈 自 動 車 道
首都圏中央連絡自動車道
中 部 縦 貫 自 動 車 道
能 越 自 動 車 道
伊 豆 縦 貫 自 動 車 道
三 遠 南 信 自 動 車 道
東 海 環 状 自 動 車 道
京 奈 和 自 動 車 道
西 神 自 動 車 道
京 都 縦 貫 自 動 車 道
北 近 畿 豊 岡 自 動 車 道
尾 道 ・ 福 山 自 動 車 道
東 広 島 ・ 呉 自 動 車 道
今 治 ・ 小 松 自 動 車 道
高 知 東 部 自 動 車 道
西 九 州 自 動 車 道
南九州西回り自動車 道
那 覇 空 港 自 動 車 道
本 州 四 国 連 絡 道 路

（神戸・鳴門ルート）
（児島・坂出ルート）
（尾道・今治ルート）

苫小牧市
深 川 市
旭 川 市
帯 広 市
函 館 市
青 森 市
仙 台 市
八 戸 市
横 浜 市
松 本 市
輪 島 市
沼 津 市
飯 田 市
豊 田 市
京 都 市
神 戸 市
宮 津 市
豊 岡 市
尾 道 市
東広島市
今 治 市
高 知 市
福 岡 市
八 代 市
那覇空港

神 戸 市
早 島 町
尾 道 市

浦 河 町
留 萌 市
紋 別 市
広 尾 町
江 差 町
鰺ヶ沢町
宮 古 市
久 慈 市
木更津市
福 井 市
砺 波 市
下 田 市
浜 松 市
四日市市
和歌山市
神 戸 市
京 都 市
丹 波 市
福 山 市
呉 市
西 条 市
安 芸 市
武 雄 市
鹿児島市
西 原 町

鳴 門 市
坂 出 市
今 治 市

路　　線　　名 起 点 終 点

　

平成23年度供用・拡幅区間

中国横断自動車道岡山米子線
(拡幅)久世～上野PA 4km

近畿自動車道紀勢線
(拡幅)海南～有田 10km

北海道縦貫自動車道
森～落部 20km

日高自動車道
一般国道235号
　日高富川～日高門別 6km

函館江差自動車道
一般国道228号
　北斗富川～茂辺地 5km

西九州自動車道
一般国道497号
　唐津～北波多 8km

山陰自動車道に並行
一般国道191号
　萩三隅道路 8km

中国横断自動車道尾道松江線
吉田掛合～三刀屋木次 13km

京奈和自動車道
一般国道24号　
　高野口～かつらぎ 4km

京奈和自動車道
一般国道24号　
　橿原・大和高田～橿原南・御所 4km

近畿自動車道紀勢線
尾鷲北～海山 6km

四国横断自動車道
宇和島北～西予宇和 16km

北近畿豊岡自動車道
一般国道483号　
　八鹿～和田山 14km

近畿自動車道敦賀線
小浜西～小浜 11km

日本海沿岸東北自動車道に並行
一般国道7号　大館西道路 3km

常磐自動車道
常磐富岡～相馬 46km

日本海沿岸東北自動車道
温海～鶴岡JCT 26km

能越自動車道
一般国道470号　
　灘浦～氷見北 6km

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号　
　八王子南～八王子JCT 2km

三遠南信自動車道
一般国道474号　
　鳳来～引佐JCT 14km

東広島・呉自動車道
一般国道375号
　黒瀬～阿賀 12km

北海道横断自動車道根室線
夕張～占冠 34km

西九州自動車道
一般国道497号
　佐々～相浦中里 4km
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N 常  
磐
自
動
車

道

北
関

東自
車 道動

東
北
縦
貫

自
動

車
道
弘

前
線

北関東自動車道

関
越

動
車
道
新
潟
線

自

関越自
動
車 上

線

道
越

首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道

東京外かく環
状
道
路

道
車
動
自

第
二

東
海
自
動車道（ 東

東

名

名

）

第
一
東
海
自
動車道（

）

富士
吉
田
線

首都圏中
央

連
絡
自

動
車

道

東
関
東
自
動

道
水

戸線

車

縦
豆

伊

貫

東
関
東

自
動
車
道
館
山
線

新

中

部

横

断

自

動
車

道

中
部
横

断

自
動

車
道

中央自動車道西宮線

　東京圏高規格幹線道路図

栃木県

群馬県

埼玉県

神奈川県

山梨県

茨城県

千葉県

東京都

大都市圏幹線道路図

（参考資料）

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

事 業 中

調 査 中

供　用　区　間（平成21年度末）

凡　　　　例

 0 20 40㎞

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号
　つくば中央～つくばJCT　4km

平 成 2 3 年 度 新 規 供 用 区 間

平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間
 
 

 

中部横断自動車道
佐久南～佐久小諸JCT　8km

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号
　白岡菖蒲～久喜白岡JCT　3km

北関東自動車道
太田桐生～岩舟JCT　23km

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号
　八王子南～八王子JCT　2km

吉原吉原

尾羽尾羽尾羽

増穂

双葉双葉双葉

長坂長坂長坂

佐久南佐久南佐久南

佐久小諸佐久小諸佐久小諸

御殿場

伊勢原伊勢原伊勢原 海老名海老名海老名

海老名南海老名南海老名南

八王子八王子八王子

東名東名
東京東京東京

東名

高井戸高井戸高井戸

中央中央中央

練馬練馬練馬

大泉大泉大泉

鶴ヶ島鶴ヶ島鶴ヶ島

久喜白岡久喜白岡久喜白岡

岩舟

栃木都賀

友部
茨城町茨城町茨城町

水戸南水戸南水戸南

ひたちなかひたちなかひたちなか

茨城空港北茨城空港北茨城空港北

潮来潮来潮来

大栄

新空港新空港新空港
成田成田成田

宮野木宮野木宮野木

高谷高谷高谷

木更津木更津木更津
木更津南木更津南木更津南

木更津南木更津南木更津南

富浦富浦富浦

川口川口川口
三郷三郷三郷

大月大月大月

河口湖

藤岡藤岡藤岡
高崎高崎高崎

太田桐生太田桐生太田桐生

富津竹岡

つくば

東金

松尾横芝

つくば中央

白岡菖蒲

桶川北本

八王子南

木更津東

稲敷

沼津

三郷南

西久保
藤沢藤沢藤沢

戸塚

釜利谷釜利谷釜利谷
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平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間

川崎縦貫線

大師～殿町　2km

凡　　　　例

事 業 中

Ｎ

0 5 10㎞

東雲

本牧JCT

晴海

豊洲

JCT

　首　都　高　速　道　路　図

埼玉県

東京都

神奈川県

千葉県

さいたま見沼

大
宮
線

玉
埼

川口JCT

東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘
前
線

自
動
車
道

三郷JCT

6号
三
郷
線

東京外かく環状道路

川
口
線

5号池袋線

美女木
JCT

関
越
自
動
車
道
新

潟

板橋JCT

JCT

JCT

熊野町

西新宿

JCT
大橋

状
新
宿
線

湾
岸
線

奈川
3号狩場 線

神

6
号
向

線
島

7号 線小松川

9号
深

線
川

環
状
王
子
線

中
央

入谷

1
号
上

堀切
JCT

目
黒
線

芝浦
JCT

高井戸

用賀

中
央
環
状

品
川
線

戸越

3号

線
谷

渋

第
三
京
浜
道
路

第
一
東
海
自
動
車
道
(東

名
）

横浜環状港北JCT

生麦
JCT

神奈川1号
横羽線

富士見

三ッ沢

金港
JCT

大黒JCT

湾岸線

石川町
JCT

並木

狩場

横
浜
新
道

横
浜
横
須
賀
道
路

神

線

奈川6号

湾
岸
線

川崎浮島
JCT

昭和島
JCT

東海JCT

大井JCT

小菅JCT

江北JCT

箱崎JCT

両国JCT

葛西
JCT

辰巳
JCT

有明
JCT

1
号
羽
田
線

東
京
湾
ア
クア

ライン

10号晴
海
線

湾
岸
線

高谷
JCT

東関

道
水
戸線

車
自東
動

谷河内

京葉道路

東
京
外

環
状
道
路

中央自動車道富士 4号新宿線

供 用 区 間 （ 平 成 2 1 年 度 末 ）

埼

荏原

号
線

11
台場

大師
JCT 川

崎

幸浦

神奈川2号三ツ沢線

殿町

吉田線

線

神
奈
川　

号

大
黒
線

5

環
央

中

玉新
心線都

野
線

中
央
環
状
線

2
号

線北

磐
常
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N

大阪圏高規格幹線道路図

北近畿豊岡自動車道
一般国道483号
　八鹿～和田山　14km

京奈和自動車道
一般国道24号
　橿原・大和高田～
　　　 橿原南・御所　4km

京奈和自動車道
一般国道24号
　高野口～かつらぎ　4km

連絡
道

道

路

畿近

近

自動
車

線

本
州

四国

西
国
際

空
港
線 紀勢

関

路

道

岸
湾

阪
大

道

道

畿自

自

動

動

車

車

京
奈
和

道

道

道

道

道

道

北

畿

畿

畿

近

近

近

豊
岡
自

自

自

自

自

自

動

動

動

動

動

動

車

車

車

車

車

車

敦
賀
線

線

中国縦

縦

貫

貫

山陽
神 神戸 名古 屋 （新 ）

京
都

城陽

名古屋大阪線（西
名阪

）

名

中央
自動
車道西 宮線

（名
神)

西神自動車道西神自動車道西神自動車道

高槻

大山崎

大和郡山
松原

りんくう

泉佐野

吹田

西宮西宮

三木

吉川

春日

綾部綾部

高槻

大山崎

神戸西

大津

神戸神戸

松原
大和郡山

りんくう

泉佐野

和歌山

城陽

草津草津

和田山

京丹波わち

丹波

沓掛

大阪圏高規格幹線道路図

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 中

凡　　　　例

供用区間（平成2 1年度末）

平 成 2 3 年 度 新 規 供 用 区 間
  

  

 

0 10 20㎞

調 査 中

久御山

木津

奈良

郡山南

橿原北

橿原･大和高田

橿原南･御所

五條北

高野口かつらぎ

和歌山県

奈良県

大阪府

兵庫県

京都府

　

滋賀県
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Ｎ

凡
　

　
　

　
例

供
 

用
 

区
 

間
（
平

成
2
1
年

度
末

）

事
業

中

平
成

2
2

年
度

新
規

供
用

区
間

0
5

1
0
㎞

　
阪
　
神
　
高
　
速
　
道
　
路
　
図

兵
庫

県

大
阪

府

京
都

府

山
陽
自
動
車
道

湾
岸

(垂
水
)線

本州四国連絡道路

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北

第
二
京
阪
道
路

大
和
川
線13
号
東
大
阪
線

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

中央自動

車
道
西
宮
線
(名

神
)

南
阪
奈
道
路

8 号 京 都 線

14
号
松
原
線

号 堺 線京
都

線
鴨

川
東

～
上

鳥
羽

　
2
km

線

近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線
(新

名
神
)

六 甲 北道路

11 号 池 田

守
口
線

3号
神
戸
線

15

7号
北
神
戸
線

16
号
大
阪
港
線

近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
大
阪
線

中
国
縦
貫
自
動
車
道

堺
泉
北
道
路

西
宮

山
口

J
C
T

柳
谷

J
C
T

布
施
畑

J
C
T

永
井
谷

J
C
T

伊
川
谷

J
C
T

月
見
山

池
田

木
部

守
口

東
大

阪
J
C
T

松
原
J
C
T

堺

り
ん

く
う

J
C
T

西
宮

助
松

J
C
T

箕
谷

有
馬

口
J
C
T

天
保
山
J
C
T

北
港

J
C
T

湊
川
J
C
T

名
谷

J
C
T

垂
水
J
C
T

31

島
屋

安
治
川

高
津

豊
崎

森
小
路

水
走

三
宅

JC
T

三
宝

JC
T池
田

豊
中

新神戸トンネル

神
戸

長
田

第
二
神
明
道
路

神
戸

山
手

線
神

戸
長

田
～

湊
川

JC
T

　
2
km

海
老

江
J
C
T

関
西
国
際

空
港
連
絡
橋

山
科

鴨
川
東

上
鳥
羽

第
二
阪
奈
道
路

向
島

4
号湾岸

住
吉
浜

5号
湾
岸
線

関
西
空
港

自
動
車
道

白
川

J
C
T

号

手

神
戸
山

線

17
号

西
大
阪
線

12号

線

（
西
名
阪
）

2号 淀
川
左
岸
線
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米原

亀山

亀山西

関

四日市北
四日市

美濃関

養老

一宮

小牧

土岐

豊田東

上社

高針

名古屋南

名古屋西

勢和多気

豊田

亀山

関広見

名古屋

伊勢

飛島飛島飛島

自近畿 動車道

名古屋
岸

戸線

（伊勢湾
）道

神

畿近 自
名古屋

道動車
神戸 （線

伊

勢

近
畿

動

線

車

道

自

近畿自動車道紀勢線

自

動
車

道

北

陸 自

自

動

動

車

車

道

道

東

東

海

海

環 状

北

陸

自 動車道
（

勢

二

岸 ）

第

伊
東

湾

海
道

第
一
東
海
自

動
車道

東名

中央自動車道西宮線（名神）

神名新 ）

近
畿
自

動
車道

名古

）

屋
阪線（

東
名
阪

大

中

央
自
動
車
道西宮線(中央道）

自 動 車道二第 東海
（ 東 ）新 名

自近畿 動車道

名古屋
岸

戸線

（伊勢湾
）道

神

福井県

岐阜県

三重県

愛知県

滋賀県

　名古屋圏高規格幹線道路図　

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

事 業 中

供　用　区　間（平成21年度末）

凡　　　　例

 

0 10 20㎞

平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間

近畿自動車道　名古屋大阪線

名古屋南JCT～高針JCT　12km

N

名
古
屋

第二環状自動車道
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国土交通省道路局のホームページをご覧下さい！！

http://www.mlit.go.jp/road/

道路局 検索

（この冊子は、再生紙を使用しています。）
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